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１ 研究の動機 

  小学校３年生のとき、自宅で飼育していたキアゲハチョウのさなぎの体色が、さなぎによってちがうこと

に気づいた。そこで、さなぎの体色が何に影響されて決まるのかについて興味を持ち、研究を始め６年間継

続して研究してきた。 

２ これまでの研究より 

  小学校までの研究では、さなぎになった場所の周りの色、ざらつき、明るさ、ぶら下がる向きなどの影響 

について調べてきた。また、「暗箱の中では褐色さなぎになりやすい」（「蝶・サナギの謎」平賀壯太 2007）

と報告されている先行研究などを参考に研究を行った。そして、さなぎの体色は、茶系か緑系のどちらかに

なることや、それは、さなぎになる場所の表面のざらつきに大きく影響を受けることが分かってきた。 

中学1年の研究では、これまで育てたキアゲハチョウのさなぎ、387匹のデータを分析し、茶系のさなぎ

の出やすい条件と緑系のさなぎの出やすい条件と出現率を、表面のざらつき、明るさ、ぶら下がる向きの3

観点で整理し、以下のような結果になった。 

 

 

 

 

  

この結果から、さなぎの体色は、複数の条件（表面のざらつき、明るさ、さなぎの向きなど）の影響を受  

けて、決定されるのではないかと考えた。 

３ 今年の研究内容 

  今年の研究は、昨年度までの研究結果をもとに、表面のざらつき、明るさ、さなぎの向きの３つの条件を  

組み合わせて、さなぎの体色への影響についてより研究を深めることにした。 

さらに新たに２つの条件（気温、同じチョウの卵から産まれたさなぎの体色）についても研究をした。 

４ 準備した物 

  食草（ミツバ・パセリ・アシタバ）、キアゲハの幼虫、カメラ 

虫かご（５種類）、虫かごが入る箱、サンドペーパー（G40/C100） 

カップ、観察ノート、カメラ、温度計、アゲハチョウに関する本 

５ 研究方法  

（１） 庭に植えたキアゲハの食草から、卵や幼虫を採集し育てる。 

（２） さなぎになりそうになったら、実験用虫かごに振り分け入れる。 

（３） 幼虫がさなぎになったら、以下の５つのことを記録し表にまと 

める。 

ア さなぎの色（３日目の色を記録） 

イ さなぎになった場所のざらつき 

ウ さなぎになった場所の明るさ 

エ さなぎの向き 

オ さなぎになった場所の気温 

〈茶系の出現しやすい条件と出現率〉 

・ざらざら面であること（81％） 

・ざらざら面で暗い場所であること（89％） 

 

〈緑系の出現しやすい条件と出現率〉 

・つるつる面であること（46％） 

・つるつる面で暗い場所であること（45％） 

・つるつる面で縦向きであること（48％） 

 

 
（庭で栽培した食草） 
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 (４) 同じチョウから産まれた卵から育ったさなぎの体色（遺伝子の影響について） 

   ア 庭でチョウが卵を産みに来るのを待つ 

イ チョウが卵を産んだらその卵をすぐに採集 

する 

   ウ 専用の実験用ハウスで育て、他の卵や幼虫 

     と混ざらないようにする 

   エ 条件をそろえるためにすべて同じ虫かごで 

育てる 

   オ さなぎの色を記録する 

（５） 調べるときの注意 

ア さなぎの体色が変わることがあるので、 

さなぎになってから３日間は、体色を観察する。 

イ さなぎを見分けるため個体識別記号のシールを付ける。 

６ 研究結果と考察 

（１） ３つの条件（表面のざらつき、明るさ、向き）の組み合わせ 

今年は新たに育てたキアゲハのさなぎ201匹と、昨年までに育てたさなぎ387匹を合わせた588匹の 

結果をもとに、さなぎの体色の決定条件について整理した。そして、これまでの６年間のすべてのデー 

タの中から３つの条件（表面のざらつき、明るさ、向き）が明確なデータ（322匹）を抽出し組み合わ 

せて考察した。その結果が以下の表の通りである。 
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緑 46 22 9 7 84 28 11 4 3 46 130
茶 57 39 9 3 108 31 15 22 16 84 192
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５つの観点で記録した表 

 
  （庭に卵を産みに来たキアゲハチョウ） 

 

個体識別シール 
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この結果から、以下のような緑系や茶系のさなぎが出やすい条件の組合わせがあると考えた。 

 

 

 

 

しかし、緑系の出現しやすい条件であるざらざら面で明るくて横向きの場合とざらざら面で明るくて縦  

向きの場合については、データが少ないため、もう少し研究する必要がある。 

（２） さなぎの体色と気温（室温）の関係 

今年はさらに、さなぎの体色と気温の関係についても研究を行った。参考にした本（「アゲハチョウ観 

察記」佐藤信治2009）に「季節によってもさなぎの体色に影響がある」と報告されていたからである。 

  そこで、期日や気温の記録を気温ごとや月別に分類整理した結果が以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さなぎの体色と気温の関係については、気温29度を境目に体色に影響を与えている可能性があるので 

はないかと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  この結果から、５月と６月では、緑系になりやすいと考えられる。一方、７月と８月では、茶系のさな 

ぎになりやすいと考えられる。しかし、５～７月は、まだデータ数が少ないため、これからも研究してい 

く必要がある。 

（３） 同じチョウの卵から産まれたさなぎの体色 

今年の研究では、同じチョウから生まれた幼虫がさなぎになったとき、すべて同じ色になるか観察し、 

遺伝的な影響があるのかどうか調べた。 

同じチョウから生まれた幼虫22匹のさなぎの体色を観察した結果、22匹中、13匹が緑系、10匹は茶   

＜緑系の出現しやすい条件＞ 

・つるつる面で暗くて縦向き 

・ざらざら面で明るくて縦向き 

・ざらざら面で明るくて横向き 

＜茶系の出現しやすい条件＞ 

・ざらざら面で暗くて縦向き 

・ざらざら面で暗くて横向き 

 

 

 

19 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34
茶 0 2 9 17 26 18 16 42 32 15 13 5

緑 2 3 8 13 30 23 14 11 24 5 14 2

その他 0 0 0 2 1 1 0 1 1 0 0 0
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さなぎの色の出現数（温度別 2018-2019）
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さなぎの色の出現数（月別 2018-2019） 
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系になった。 

  この結果から、さなぎの体色には、 

親からの遺伝的な影響は、今のとこ 

ろ少ないと考えている。 

しかし、１匹１匹のDNAを解析で 

  きれば、遺伝子的な要因が何か見つ 

  かるかもしれないと考えている。 

 さらに、データを集めて、研究を 

深めていきたい。 

７ まとめ 

昨年度の研究結果から、さなぎの体色は複数の条件の影響を受けて決定されると考え、今年の研究を始め

た。今年の研究では、昨年度よりも条件を増やし研究をした。 

  そして今年の研究により新たに茶系、緑系の出やすい条件を見つけた。それは、以下の事柄である。 

 

 

 

 

 

 

 

遺伝の関係については、同じチョウから生まれ卵を育てさなぎの体色が、すべて同じ色になるかどうか観  

察した。結果は、同じチョウから生まれたさなぎは、同じ色にならなかった。現時点では、さなぎの体色 

の親からの遺伝的な影響については、明確な結論は出せなかった。 

  今年度の研究では、新たな緑系の出現しやすい条件、茶系の出現しやすい条件を見つけた。来年度の研究  

では、今年度、データ数が少なかった物を中心に、緑系の出現しやすい条件下、茶系の出現しやすい条件下 

でデータ数を増やし、より明確な研究にしていきたい。 

 また、気温や季節のさなぎの体色へ影響や同じチョウから産まれた卵を採集し、同じ条件下で育て、さな

ぎの体色（遺伝的要因）についても調べていきたい。 
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＜緑系の出現しやすい条件＞ 

・つるつる面で暗くて縦向き 

・ざらざら面で明るくて縦向き 

・ざらざら面で明るくて横向き 

・５～６月にさなぎになった場合 

・気温が19～28度のとき 

 

 

＜茶系の出現しやすい条件＞ 

・ざらざら面で暗くて縦向き 

・ざらざら面で暗くて横向き 

・７～８月にさなぎになった場合 

・気温29度以上 
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